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Abstract：【背景及び目的】当院はこれまで診断用 X線防護用具（以下、防護用具）の管理を行っていなかった。防

護用具は内部の鉛含有遮蔽シート（以下、遮蔽シート）を表面の保護シートで覆う構造であり、外部から遮蔽シー

トに破損があるかわからない。医療安全の観点より、現在使用している防護用具を管理した。【方法】・防護用具（防

護コート 28 着、甲状腺防護具 9着、生殖腺防護衣 8着）をナンバリングし、目視により表面の剥がれ・破れがない

かを確認した。・防護用具の CT位置決め像を撮影し、モニタで遮蔽シートの破損の有無を評価した。・遮蔽シートに

破損があった場合は、透視装置にて破損による穴や亀裂の大きさを測定し、破損が大きい防護用具の使用・破棄に

ついて放射線科で検討した。・管理は年 1 回行うこととした。【結果】目視確認による表面の剥がれ・破れのあるも

のは 6着であり、その内 CT 位置決め像により遮蔽シートに破損が確認されたものは 2着であった。表面の剥がれ・

破れはないが、遮蔽シートに破損が確認されたものは 1着であった。検討の結果、遮蔽シートに破損が確認された 3

着のうち 2着を破棄した。【考察】防護用具を管理することで遮蔽シートに破損のあるものを確認でき、管理の重要

性を認識した。また表面の剥がれ・破れはないが遮蔽シートに破損のあるものを確認でき、CT 位置決め像での評価

の重要性を認識した。遮蔽シートに破損のある 3着の防護用具は、2001 年に購入された当院では最も古いもので、

破損は経年劣化によるものと考えられた。防護用具をより長く使用していくためには、丁寧な使用・保管を心掛け

なければならない。防護用具取り扱いの注意を促すポスターを掲示した。今回 2 着の防護用具を破棄したが当院は

明確な破棄の基準が定まっていないので、今後管理を行う上で破棄の基準は明確にしなければならない。【まとめ】

被ばくを伴う検査を安心して行うには、防護用具の管理が重要である。 
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